
2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 講義

参考書 とくになし

評価方法・基準 評価の割合は、実技講習への参加60％、実技・学科試験40％とする

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。

準備学習・時間外学習 適宜課題を与える。

教科書・テキスト ＰＡＤＩオープンウォーターダイバーテキスト

全体の総括

オープンウォーターダイビング2（実技）：やや深い水域で、ホバリング、水中
でのマスククリア、ウエイト脱着、スキューバ機材の脱着等

オープンウォーターダイビング4（実技）：やや深い水域における水中ツアー。
ただし、すでに「オープンウォーターダイバー」ライセンスをもっている学生に
ついてはボートダイビング。

オープンウォーターダイビング5（実技）：やや深い水域における水中ツアー。
ただし、すでに「オープンウォーターダイバー」ライセンスをもっている学生に
ついてはボートダイビング。潜水の記録、水中で視認した生物について

限定水域ダイビング4（実技）：浅くて安全な水域で、ホバリング、水中でのマ
スククリア、ウエイト脱着脱着等

限定水域ダイビング5（実技）：浅くて安全な水域で機材の脱着。潜水記録の
つけ方、水中で視認した生物について。

オープンウォーターダイビング１（実技）：やや深い水域で、潜行と浮上、中性
浮力、ウエイト脱着、スキューバ機材の脱着等

限定水域ダイビング１（実技）：機材のセットアップ、浅くて安全な水域でマス
ククリア等

限定水域ダイビング2（実技）：浅くて安全な水域で、水面遊泳、スノーケルの
使用、ハンドシグナル等

限定水域ダイビング3（実技）：浅くて安全な水域で、潜行と浮上、中性浮力、
ウエイト脱着、スキューバ機材の脱着等

潜水物理：ボイルの法則、シャルルの法則、ボイル・シャルルの法則

生理・健康：減圧症や肺破裂の発生メカニズムと予防、各種法令、各種危険
生物について

法令、危険生物：各種法令、各種危険生物について

初歩的なダイビングライセンスである「オープンウォーターダイバー」の取得を目指す。
ただし、すでに「オープンウォーターダイバー」の資格を有している学生は、「アドバンスドオープンウォーターダイバー」のライセンス取得を目指す。

授業計画

ダイビングの概要：ダイビングの歴史、分類、ライセンスについて

ダイビング器材：マスク、シュノーケル、フィン、ウェットスーツ、ドライスーツ、
タンク、レギュレーター、ＢＣＤ等について

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Diving
授業形態

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

対象の専攻では国家資格である「潜水士」の取得のための授業（潜水士対策講座）もあるが、「潜水士」は学科試験のみで、「潜水士」を取得したとしても実際にスキューバダイビ
ングができるあるいは経験したことがあることの証明にはならない。将来学生が目指す職場（水族館、海洋調査、海洋レジャー、水産）では、ダイビングのスキルが強く要求される
場合がある。そこで本講座では、スキューバダイビングに関連する機材、物理、生理、健康、および法令等について学ぶとともに、和歌山県白浜周辺海域においてスキューバダ
イビングを経験する。これらの指導はダイビングショップ「ミスオーシャン」（和歌山県白浜町）に委託する。

1

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 ダイビング演習
開講年度 1

開講期間 前期



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 海洋哺乳類Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Mammal Science Ⅰ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

2024年3月に近畿大学博士後期課程を満期単位取得退学。2022年4月から人間環境大学にて大学実習助手および非常勤講師を務める。2016
年年度～2021年度には御蔵島において野生ミナミハンドウイルカの個体識別調査員midoに所属し、水中でイルカの撮影を行い、個体識別をして
いた。海洋哺乳類の研究は野生下と飼育下の両方においてイルカの社会的性行動について研究を行っている。陸生動物ではコツメカワウソやラ
イオンなどを対象にエンリッチメントに関する行動の研究を行っている。

授業の概要・目的

本講義の対象種である海洋哺乳類は、日本近海にも多数生息し、水族館やホエールウォッチング、ドルフィンスイムなどでも身近な存在であり、様々な地域で重要な観光資源と
なっている。しかしながら、近年、野生動物の観光利用は厳しい立場に立たされつつある。また、人間活動などが原因で、過去に生息数を大きく減少したために保護を必要とする
種や、絶滅してしまった種が存在する。こうした現状において、将来、水族館やホエールウォッチングの現場などを含め、野生動物と関わる職種への就職を目指す学生は、対象
動物に対する知識を身につけ、一般客へそれを伝えられるようになる必要がある。本開講科目では、海洋哺乳類の分類、進化、体の構造、生理といった基礎情報に加え、生態、
社会、行動、認知などについて習得する。また、保全や飼育に対する世論についても知識を深める。

授業の到達目標

水族館飼育員およびウォッチングガイドなどに必要な海洋哺乳類の基礎生態を説明できるようになる。具体的には、分類、進化および水中適応について概説できるようになる。
また代表的な種について、分布、食性、繁殖、成長および社会などについて解説できるようになる。生息状況が悪化した海洋哺乳類を中心に、その原因や保全について論じるこ
とができるようになる。人と鯨類の関わりの歴史や飼育などの観光利用に関する現状を説明できるとともに、それらについて自分の考えを述べることができるようになる。

授業計画

海棲哺乳類とは
分類、系統、学名の概要について知る

鯨類の餌と摂餌生態について知る

進化
鯨類の進化について知る

海洋哺乳類の回遊や生息地利用について知る

ヒゲクジラ
ヒゲクジラの分類を知る

海洋哺乳類の繁殖生理（生殖器、生殖腺、排卵、妊娠）について知る

大型ハクジラ
大型ハクジラの分類を知る

海洋哺乳類の繁殖行動・戦略について知る

小型ハクジラ
小型ハクジラの分類を知る

海洋哺乳類の生活史と社会の特徴を知る

鰭脚類
鰭脚類の進化・分類について知る

ハクジラの生活史と社会（単独と持続的集団）について知る

その他の海洋哺乳類
その他の海洋哺乳類の進化・分類について知る

ハクジラの生活史と社会（母系）について知る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき(外部形態、各部位
の役割、計測、臓器)について知る

海洋哺乳類のこころ・認知について知る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき(脳、嗅覚、触覚、
視覚)について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：捕る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（骨格、筋肉、遊
泳）について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：混獲

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（皮膚、体温調整、
体色）について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：保護

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（耳、聴覚、鳴音）に
ついて知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：保全

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（コミュニケーショ
ン、エコーロケーション）について知る

トレーニング

鰭脚類・海牛類などの餌と摂餌生態について知る 社会的性行動

前期内容振り返り 後期内容振り返り

準備学習・時間外学習
準備学習：1つ前の授業での内容を再確認する。
時間外学習：授業で示された重要事項を資料を用いて復習する。疑問点があれば質問する。

教科書・テキスト なし

参考書 海棲哺乳類大全 田島木綿子・山田格 監修 緑書房

評価方法・基準 筆記試験90％　出席点10％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 魚類研究Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Fish Biology I
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
1980年5月から約35年間、主に大阪府水産課に勤務し、栽培漁業や資源管理業務に従事する。この間に約10年間、関西国際空港㈱等に出向
し、海域生物や海域環境修復の調査・研究を行う。2016年4月～2021年3月まで、(公財)大阪府漁業振興基金　栽培事業場長として魚類の飼育・
繁殖を行ってきた。

授業の概要・目的

数億年の歴史と約3.6万種をほこる魚類は、水圏生態系の主要構成員であり、その分布は水のある所なら淡水・海水をとわず、また高地から浅海域・深海と極めて広い。「魚類」
は古来から食料として、また遊漁、近年では飼育鑑賞の対象として重要な位置にある。本講義では、この多様性を持つ魚類を学ぶことで、生物が持つ普遍性と多様性の意義を
理解し、環境との関わりや人間活動が魚類や生態系に及ぼす影響についても知ることを目的とする。

授業の到達目標

一般的に広く認識されている「魚類」について、概略的に知識を得ることを目標とする。本講義において聴講した内容を、自分自身で論文、あるいはこれに類する著作物などにお
いて再確認・検討・熟考し、この分野でさらに正しい知識を得て、的確に伝授・指導・助言できるようになる。

授業計画

「さかな」とは何か。 硬骨魚類について理解する。

魚類ってどんな生物かを理解する。 淡水魚と海水魚について理解する。

魚類の多様性について理解する。 浸透圧調節について理解する。

外部形態について理解する。 歯について理解する。

分類について理解する。 魚類特有の臓器ついて理解する。

学名について理解する。 軟骨魚類を再認識する。

体形と遊泳について理解する。 和名について理解する。

鰭とその役割について理解する。 古代魚について理解する。

鱗とその役割について理解する。 深海魚について理解する。

鰓とその役割について理解する。 真骨類について理解する。

系統と進化について理解する。 外来魚について理解する。

無顎類について理解する。 観賞魚について理解する。

軟骨魚類（サメ類）について理解する。 希少魚・有毒魚について理解する。

軟骨魚類（エイ類）について理解する。 観賞魚市場について理解する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

準備学習・時間外学習 適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 矢部 衞・桑村哲生・都木靖彰 偏(2017) 魚類学 恒星社厚生閣 / 日本魚類学会 偏(2018) 魚類学の百科事典 丸善出版

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％・平常点20％で、最高評価を100点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 次世代のための環境教育
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Environmental Study for Next Generation
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要

農学博士

2021年まで近畿大学農学部水産学科で非常勤講師。環境省(財)環境科学総合研究所にて高濃度のCO2および農薬が生物に及ぼす影響について研究。

海外での環境保全・野生動物保護活動を行う(アルゼンチン国立ラプラタ大学でのラプラタ川生物調査研究の指導、カンボジアのメコン川およびボル

ネオのキナバタンガン川に生息するカワイルカの調査と保護活動) 。
授業の概要・目的

この授業では、今まで学んできたような教員や講師の説明を聞くだけの受け身の授業ではなく、自分たちが人に説明し教える環境教育の方法を学

び、自分たちで環境教育を実施することができるようになることを目的とします。

授業の到達目標

受講者は、この授業を履修することによって、環境教育を実践する能力を身につけ、水族館やアクアショップの仕事を行うとき、お客にわかりや

すく説明できるようになることを目標とします。												

												

授業計画

【環境教育の概要】　環境教育とは、どのようなものか実例を紹介し
ながら説明。

【プレゼンテーション１】　環境教育に必要なプレゼンテーションをで
きるように練習を行う(自分の好きな生物を紹介する)。

【プレゼンテーション２】　プレゼンテーションの続き。

【海洋の塩分１】　海水の成分と濃度について説明し、このテーマで
環境教育を行う練習を行う。

【海洋の塩分２】　海水の成分と濃度の続き

【海洋の塩分３】　魚が海水塩分に対応するしくみ(浸透圧調節)につ
いて説明し、このテーマで環境教育を行う練習を行う。

ここまで説明してきた海洋の塩分について環境教育の実践を行う

海洋の塩分について環境教育の実践の続きを行う

【サメの生物学的特徴1】環境教育の教材としてサメの生物学的特
徴について説明を行う

【サメの生物学的特徴2】環境教育の教材としてサメの生物学的特
徴について説明の続を行う

【サメの生物学的特徴3】環境教育の教材としてサメの生物学的特
徴について説明の続を行う

【サメの生物学的特徴4】環境教育の教材としてサメの生物学的特
徴について説明の続を行う

ここまで説明してきたサメの生物学的特徴について環境教育の実践
を行う

ここまで説明してきたサメの生物学的特徴について環境教育の実践
をの続き行う

ここまで説明してきたサメの生物学的特徴について環境教育の実践
をの続き行う

準備学習・時間外学習 環境教育のプレゼンの準備や発表練習を事前に行っておくこと。

教科書・テキスト なし

参考書 授業内で参考資料を随時紹介									

評価方法・基準 授業内で行った環境教育の実践によって評価を行う。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 水生生物飼育管理ⅠA
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquatic Animals and Plants Rearing I　A
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪のペット卸問屋ダイエー商会に６年間勤務し、小動物・爬虫類・両生類・鳥類・観賞魚等の飼育管理や販売に携わった経験がある。また、２０
１５年より個人でアクアショップを経営し、観賞魚の販売及び海外からの観賞魚・水草の輸入やブリーディングを手掛け現在に至る。観賞魚のコン
テストにも多数参加し、優秀な成績を収めている。平成２８年より奈良県大和郡山市の金魚マイスター講座の講師も務める。

授業の概要・目的

本講義の主な対象生物である淡水魚は、水族館・養殖場・ショップ等様々な場所で取り扱われているおり身近な存在である。近年においては飲食店、病院等に水槽を設置してメ
ンテナンス管理をするメンテナンス業やアクアリウムカフェ等、淡水魚を扱う仕事が増えてきている。淡水魚の飼育は手軽に始めれる存在でありますが、正しい知識を持っていな
いと失敗する事が出てきます。本講義においては、淡水に生息する生物を飼育する上で必要な水質管理及び濾過システム、及び使用する器具類についての知識を学び実際に
実習室においてそれを実践し理解を深める。水質の測定及び給餌方法、換水方法等、観賞魚の飼育の初歩的な事を理解する。学生が各１つの管理水槽を持ち実際に水生生物
を飼育管理し、知識を身につける

授業の到達目標

基本的な淡水魚の飼育方法について身につける。淡水魚に使用する器具類の使用方法について説明できるようになる。また一般的に飼育される魚種、水草、甲殻類の種類の
分類について記述する。水生生物を常に健康に管理することを身につける。

授業計画

観賞魚（水生生物）とは何かを理解する 電気器具類の取り扱いについて理解する

熱帯魚（淡水・汽水）の概要について理解する 照明器具（主にLED）について理解する

飼育水の管理（主にpH、kH、DO）について理解する 病気の発生要因について理解する

飼育水温（熱帯性・温帯性・冷水性）についての重要性を理解する 魚病の症状と対策（白点病、ツリガネムシ病）を理解する

水質検査の重要性を理解し検査方法を説明出来るようになる 魚病の症状と対策（細菌による病気）を理解する

水換え方法について換水の意味を理解し、実際に水換え出来るよう
になる

魚病の症状と対策（ギロダクチルス、イカリムシ、ウオジラミ）を理解
する

水槽について特徴と種類を理解する 観賞魚用医薬品の正しい使用方法について理解する

フィルター（外掛け、上部、底面）について理解する 正しい観賞魚の表示例について理解する

フィルター（外部・オーバーフロー）について理解する 水草の育成について（二酸化炭素、照明、底砂）理解する

保温器具について理解し、実際に使用できるようになる 藻類の対策とメンテナンスフィッシュについて知る

水温上昇対策について理解する（冷却ファン、クーラー） 水草の種類について理解する

飼料（生き餌、冷凍飼料）について理解する 基本的なレイアウト構図について理解する

飼料（乾燥、配合）について理解する 水草のトリミング方法について理解する

底砂の種類と効果について理解する 水槽の立ち上げから飼育管理まで説明出来るようになる

前期学習の総括 後期学習の総括

準備学習・時間外学習 授業中に書き留めたメモ等をもとにノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 熱帯魚・水草３０００種図鑑/ザ・アクアリウム３２００アトラス

評価方法・基準 筆記試験１００％で最高評価点数を１００とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 演習 16 演習

2 演習 17 演習

3 演習 18 演習

4 演習 19 演習

5 演習 20 演習

6 演習 21 演習

7 演習 22 演習

8 演習 23 演習

9 演習 24 演習

10 演習 25 演習

11 演習 26 演習

12 演習 27 演習

13 演習 28 演習

14 演習 29 演習

15 演習 30 演習

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 水生生物飼育管理ⅠB
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquatic Animals and Plants Rearing IB
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪のペット卸問屋ダイエー商会に６年間勤務し、小動物・爬虫類・両生類・鳥類・観賞魚等の飼育管理や販売に携わった経験がある。また、２０
１５年より個人でアクアショップを経営し、観賞魚の販売及び海外からの観賞魚・水草の輸入やブリーディングを手掛け現在に至る。観賞魚のコン
テストにも多数参加し、優秀な成績を収めている。平成２８年より奈良県大和郡山市の金魚マイスター講座の講師も務める。

授業の概要・目的

本講義の主な対象生物である淡水魚は、水族館・養殖場・ショップ等様々な場所で取り扱われているおり身近な存在である。近年においては飲食店、病院等に水槽を設置してメ
ンテナンス管理をするメンテナンス業やアクアリウムカフェ等、淡水魚を扱う仕事が増えてきている。淡水魚の飼育は手軽に始めれる存在でありますが、正しい知識を持っていな
いと失敗する事が出てきます。本講義においては、淡水に生息する生物を飼育する上で必要な水質管理及び濾過システム、及び使用する器具類についての知識を学び実際に
実習室においてそれを実践し理解を深める。水質の測定及び給餌方法、換水方法等、観賞魚の飼育の初歩的な事を理解する。学生が各１つの管理水槽を持ち実際に水生生物
を飼育管理し、知識を身につける

授業の到達目標

基本的な淡水魚の飼育方法について身につける。淡水魚に使用する器具類の使用方法について説明できるようになる。また一般的に飼育される魚種、水草、甲殻類の種類の
分類について記述する。水生生物を常に健康に管理することを身につける。演習を通してコミュニケーションや美化意識等、基本的な動作を身につける。

授業計画

実習室の利用方法について理解する メンテナンスフィッシュの選択を行う

使用器具類について理解する 後期の生体導入を行う

水槽の立ち上げを開始する 流木・石の設置方法について理解する

飼育生体の選択を行う 換水方法について理解する

生体の導入を行う コケ取り方法について理解する

水合わせについて理解する パッキング方法について理解する

水質検査の重要性について理解する 魚の輸送方法について理解する

PHとNO₂の測定方法について理解する レイアウト方法について理解する

飼育日誌の記入について理解する 底砂のクリーニングについて理解する

水槽拭き上げの技術を学ぶ 水槽運搬方法について理解する

フィルターの使用方法を理解する 人工海水の作り方について理解する

照明器具の使用方法を理解する 水槽運搬の準備を行う

水温調整について理解する 美化意識の重要性について理解する

給餌の種類と量を理解する 飼育生体の移動を行う

前期学習の総括 後期学習の総括

準備学習・時間外学習 授業中に書き留めたメモ等をもとにノートを作成する。授業時間外の生体飼育管理。

教科書・テキスト なし

参考書 熱帯魚・水草３０００種図鑑/ザ・アクアリウム３２００アトラス

評価方法・基準 実習評価１００％の最高評価１００とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 水生動物生理学
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquatic Animal Physiology
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
学生時代は水産増殖学を専攻し,卒業研究はアツモリウオの繁殖行動、卵内発生についてまとめた。また大学在学中に須磨水族館でアルバイト
し、魚類を中心とする水族の飼育を担当した。日本動物植物専門学院勤務時に魚類を中心とした動物の飼育指導、解剖実習、標本作成実習を
計画、実行した。2009年より当校で非常勤講師を継続中である。

授業の概要・目的

学生達が将来的に関わるであろう動物の飼育管理において、観察などによって得られる情報から対象生物の健康状態や栄養状態を把握し、種の保存を達成しなければならな
い。そのために代表的な水生動物の体内構造・機能を知ることで、対象生物の基礎的な恒常性が理解でき、現状を類推できるようになる。つまり動物の生理を学ぶことは対象生
物の体調管理、健康管理に役立ち、飼育、繁殖時の即戦力となるちからを手にすることができるようになる。

授業の到達目標

代表的な水生動物の生理について説明できるようになる。健康状態を把握し、恒常性を保つ補助を類推し実行できるようになる。繁殖を目指したときに総合的に準備・実行できる
ようになる。

授業計画

水生動物各綱の基礎的な構造を確認する 腎臓と浸透圧調節

外部形態① 泌尿器系

外部形態② 感覚器官と神経系①　魚類

外部環境と適応　恒常性 感覚器官と神経系②　鯨類

表皮・鱗 脳と内分泌系①

骨格系① 脳と内分泌系②

骨格系② 生殖器系①

レポート課題（前期試験）発表・作成方法説明 生殖器系②

消化機能と代謝① 性成熟と繁殖①

消化機能と代謝② 性成熟と繁殖②　後期試験（レポート）課題発表

消化機能と代謝③ 繁殖行動

鯨類の飼育例 卵の生理・卵内発生

呼吸と血液循環① 仔の発達①　消化機能

呼吸と血液循環②　レポート試験提出 仔の発達②　レポート試験提出

レポート試験　返却　前期総括 レポート試験返却　総括

準備学習・時間外学習
準備：水生動物について、経験や書籍、ネットから様々な情報を集めておく
時間外学習：授業中に取ったメモを、参考書・文献などを利用し自分だけのノートを作成する

教科書・テキスト なし

参考書 イラストでみる動物のからだのしくみ／新・飼育ハンドブック　水族館編

評価方法・基準 レポート試験で評価する。基準は科学論文の書き方に準拠していることを基本に内容の完成度で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義・演習

2 演習 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義・演習 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 水槽システム
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquarium System
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 ２０年以上、店舗や個人宅、さまざまな水槽の設置や相談に携わってきた。現在も日々、継続して、水槽のシステムを作りに関わっている

授業の概要・目的

近年のアクアリウム業界の水槽にはさまざまな形態がある。
小型の水槽から、大型水槽、陸上のアクアテラリウム、球状の水槽や
円柱水槽、壁水槽など、あたらしい発想が必要になる。
水槽の構造、濾過の仕組みを理解し,システムの基本、配管、ポンプ、濾過などを
自身で設計、選択を出来るように身につける。
そして、水族館やアクアリウム、生簀など
実際の現場での水槽システム作りに役立てるようにする

授業の到達目標

授業終了で、水槽の大きさから水量を計算し、それに伴う機材を選択する
オーバーフロー水槽の仕組みを理解し簡単な図面を書けるようになる

授業計画

水槽の容積の求め方、水量、重さをを知り、適切な置き場所を
選択できようになる。

一般的な電圧、電力を理解し、通電確認、ケーブルストリッパーの使
い方を理解する

一般水道配管　水族館　アクアリウムショップ　生簀など
さまざまな分野で使われる配管材料の種類や特徴を理解する

ネイチャーアクアリウムとは？水草水槽のコツを知る

フィルターやエアーポンプの選定、基本的な使い方、仕組みを理解する
実際にポンプを分解し、起動の仕方、修理などもできるよう取り組む
（マグネットポンプ、水中ポンプ）

ネイチャーアクアリウムとは？適正な照明を選択できるようになる

フィルターやエアーポンプの選定、基本的な使い方、仕組みを理解する
実際にポンプを分解し、起動の仕方、修理などもできるよう取り組む
（外部式フィルター）

アクアテラリウム水槽の作り方　陸上植物とコケを特性を知る

水槽の制作における、水槽の材質の種類（アクリル水槽とガラス水槽）
厚み、全水量の計算から導かれる　ポンプ選定、配管径、濾過方式の選択、
が出来るように自分自身で考え構築できるように取り組む。

アクアテラリウム水槽の作り方　適正なポンプ、照明器具を選択でき
るようになる

水槽の制作における、水槽の材質の種類（アクリル水槽とガラス水槽）
厚み、全水量の計算から導かれる　ポンプ選定、配管径、濾過方式の選択、
が出来るように自分自身で考え構築できるように取り組む。

サイフォンの原理を理解し、ホースを使いこなす（八の字巻ができる
ようになる）

水草水槽におけるCO２システムの必要性、高圧ボンベの使い方を
を理解する。

小型水槽の作り方、ミスト式水草水槽の作り方を説明し作ることがで
きるようになる

濾過の方式を理解し、それに必要なシステムを準備出来るようにな
る　（ウェット式濾過、ドライ式濾過、ベルリンシステム）

重力式　加圧式　濾過槽の仕組みを理解する

濾過の方式を理解し、それに必要なシステムを準備出来るようにな
る（マッドシステム、添加剤（炭素源メソッド式） 外部式フィルターの使い方をマスターする　レベルの高い使い方

実際の水槽を見ながら、水の流れを理解し、設計のシミュレーションをする.クラゲ水槽の底部吹上の
仕組みや特殊な形状の水槽はどのようにして作られるのか？ポンプの接続、配管までオーバーフ
ロー水槽のシステムを理解する。

サンゴ水槽の水質を保ち、どのようなシステムが必要かを理解する

水族館における配管トラブルシューティング
人工海水の作り方をマスターする。天然海水と人工海水の違いを知
る

レッドシージャパン　マネージャー　（加藤氏）
による特別講義　水槽管理における水質テストの重要性
と最新水槽システムについて

複雑なオーバーフロー水槽の設計、図面等を書き、必要なシステム
を揃える水槽システムに必要なものを具体的に箇条書きをする

オーバーフロー水槽の設計、図面等を書き、必要なシステム
を揃える水槽システムに必要なものを具体的に箇条書きをする

複雑なオーバーフロー水槽の設計、図面等を書き、必要なシステム
を揃える水槽システムに必要なものを具体的に箇条書きをする

オーバーフロー水槽の設計、図面等を書き、必要なシステム
を揃える水槽システムに必要なものを具体的に箇条書きをする

複雑なオーバーフロー水槽の設計、図面等を書き、必要なシステム
を揃える水槽システムに必要なものを具体的に箇条書きをする

評価及び、振り返り 評価及び、振り返り

準備学習・時間外学習 授業中に実際の機材を触って仕組みを理解し、実際の機材を触ってみる。

教科書・テキスト なし

参考書 SEKISUI　エスロン　HP　カタログ　／　株式会社　カナセ　HP　カタログ　／　AGC　HP　　／　IWAKI　HP　ポンプカタログ　／アクアリウムメーカーHP

評価方法・基準 記試験　６０％　　出席率　２０％　　平常評価点　２０%  最高評価点を１００点とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

11 講義 27 講義

12 講義 28 講義

13 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 水族館研究
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquarium Study
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

1984年10月から1996年3月まで，滋賀県立琵琶湖文化館にて学芸員として琵琶湖水系の淡水魚類を中心に飼育展示を行うと共に，琵琶湖固有
亜種であるビワマスの生態を中心に調査研究を行い，1990年頃より琵琶湖博物館の立ち上げに参与し，1993年から琵琶湖博物館水族で展示す
る生物の収集飼育を始める．1996年4月に琵琶湖博物館に移り10月の開館に向けて，琵琶湖博物館水族の立ち上げ作業全般を行う．また，
2012年から琵琶湖博物館水族リニューアルに総括として携わり，特に国内初となるバイカル湖の生き物（バイカルアザラシを除く）の常設展示を
達成．この間，「古代湖展」，「南の島の魚たち」等企画展示を多数主催．

授業の概要・目的

日本人にとって魚類をはじめとする水産生物は，食の対象として古くから生活と密接に関わってきた．一方，金魚や錦鯉などの観賞魚を愛でるという文化も古くから存在する．そ
のため，水族館という施設は日本人にとってきわめて受け入れやすい施設だったものと考えられ，1882年に初めての水族館が上野動物園に創設されて以降，大小300件を優に
超える数の水族館施設が建設されてきた．ただ，この間水族館の役割や目的は，娯楽施設から社会教育施設，研究機関そして近年では希少生物の保護増殖のための機関と大
きく変貌してきている．もちろん，これらの役割や目的が単体であるわけではなく，相互に連携して初めてその機能を達成することができる．本授業では，水族館の歴史や現場の
状況，飼育生物の特徴や展示等の水族館活動，飼育施設等水族館全般を理解し，水族館で働く上での基本的な知識を習得すると共に，将来水族館のあるべき姿について考え
るための基礎を習得する．

授業の到達目標

まず，水族館の活動が現場でどのように行われているのかを知る．さらに，水族館の歴史を知ることでその目的や役割，さらにはそれらがどう変化してきたのかを理解する．水生
生物の分類や生態を理解し，それぞれにあった飼育・展示手法や必要となる飼育設備等について理解する．最終的にはこれらのことを統合的に理解することで，各々の水族館
の目的と役割を将来的にどのように発展させていくべきなのかを考えていけるようにする．

授業計画

水族館の現場で行われている活動 水生生物の生態(回遊・摂餌)

水族館の歴史（欧米編） 水生生物の生態(繁殖)

水族館の歴史（日本編） 水族館の展示(展示形態)

現代の水族館に求められるもの 水族館の展示(生体展示と補助的展示)

水生生物の分類(魚類を例に)Ⅰ 水族の収集

水生生物の分類(魚類を例に)Ⅱ 水族の輸送

生物の分類体系 水族館の飼育・展示設備(飼育水管理設備)

水生生物の生理(哺乳類). 水族館の飼育・展示設備(水槽設備)

水生生物の生理(魚類) 水族館の飼育・展示設備(照明設備)

水生生物の生息環境と生態(海洋環境) 水族館の飼育・展示設備(電気設備)

水生生物の生息環境と生態(陸水環境) 水族館における教育と研究活動

琵琶湖にすむ魚たち(琵琶湖の環境)Ⅰ 生物の収集・飼育に関わる法律

琵琶湖にすむ魚たち(琵琶湖の環境)Ⅱ 水族館における希少種の保護増殖

琵琶湖にすむ魚たち(人との関わり) 水族館とイルカ問題

前期学習内容の総括を行う 後期学習内容の総括を行う

準備学習・時間外学習 授業最後に出すその時間の授業内容に関係する課題について，調べ学習を行う．授業中に書き留めたメモを元に授業ノートを作成する．

教科書・テキスト テキスト：改訂版 新・飼育ハンドブック 水族館編全5巻 公益社団法人 日本動物園水族館協会

参考書
新版水族館学 鈴木克美・西源二郎著 東海大学出版会/研究する水族館 猿渡敏郎・西源二郎 東海大学出版会/大人のための水族館ガイド 錦
織一臣監修 ・編著 養賢堂/その他適宜紹介する．

評価方法・基準 評価の割合は基本的に筆記試験80％，出席率20％で，最高評価点数を100とする．

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 生物分類研究
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Taxonomy & Research
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 環境省　みどりの国勢調査　調査責任者

授業の概要・目的

生物分類技能検定１，２級は調査会社の業務入札として環境省が承認している。また動物の幅広い知識が問われる水族館でも本資格を有することが大切である。3級は主に国
内に生息する植物から脊椎動物までの幅広い知識が問われます。本講義では体系的な学習を行いながら過去問を解いて、生物の知識を向上させ生物分類技能検定の資格取
得を目指します。

授業の到達目標

身近に生息する生物に関心をもち、これまで関心がなかった生物の知識を増やすことと、資格の取得を目指す

授業計画

生物の名前（和名、英名、地方名、学名）、分類の方法（階級）

学名について（命名規約：表記法、タイプ標本、命名者、改名など）

生物の分類五界説①（植物界：維管束植物、栄養根、葉や花のつき
方）

生物の分類五界説②（植物界：各分類群の特徴①）

生物の分類五界説③（植物界：各分類群の特徴②）

生物の分類五界説④（原生生物界、原核生物界）

生物の分類五界説⑤（菌界、動物界：昆虫類）

動物界①昆虫類：分類群ごとの特徴

動物界②水生生物、魚類：分類群ごとの特徴

動物界③魚類、両生類、ハ虫類：分類群ごとの特徴

動物界④鳥類：分類群ごとの特徴、形態学的特徴、夏鳥、冬鳥など

動物界⑤鳥類：分類群ごとの特徴、生息域、行動、餌の種類など

動物界⑥ほ乳類：日本の生息数、特徴、絶滅種など

動物界⑤ほ乳類：ネズミ目、トガリネズミ目、イタチ科など

後期の総括を行う

準備学習・時間外学習 身近に生息する様々な生物の特徴（形態、生理、生態）に関心を持ちましょう

教科書・テキスト なし

参考書 図鑑類(日本動物大百科：平凡社、両生類・ハ虫類図鑑：学研、日本のほ乳類：フィールドベスト図鑑など）

評価方法・基準 筆記試験（80％）、出席率（10％）、授業態度（10％）

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 講義

2 講義 講義

3 講義 講義

4 講義 講義

5 講義 講義

6 講義 講義

7 講義 講義

8 講義 講義

9 講義 講義

10 講義 講義

11 講義 講義

12 講義 講義

13 講義 講義

14 講義 講義

15 講義 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 潜水士対策講座
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Seminer of Professional Diving
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 環境省　みどりの国勢調査　調査責任者

授業の概要・目的

国家資格である潜水士は、水中で作業する水族館職員、イルカのトレーナー、ダイビングインストラクター、潜水士、自然の状態を調べる調査会社などでは必須の資格でありま
す。近年では水族館に提出するエントリーシートや履歴書に本資格が記載されていないと受験をすることが出来ません。本資格では、イメージしにくい水圧の影響や高気圧障害
などを、具体的な事例や事故などを紹介しながら説明していきます。

授業の到達目標

潜水士の資格取得を目指して学習します。出来る限り１年次終了までに、本資格の取得を目指しましょう。

授業計画

潜水の範囲と圧力（水圧、絶対圧力、ゲージ圧力）を理解する。

ボイルの法則、シャルルの法則、ダルトンの法則を理解し、計算する
ことができる。

アルキメデスの法則、パスカルの法則、水中での物の見え方を理解
する

水中で利用するボンベに充填されている気体（酸素、窒素、二酸化
炭素、一酸化炭素、ヘリウムなど）の性質を理解する。

潜水器（硬式潜水、軟式潜水）の特徴、潜水方法（トライミクス潜水、
ナイトロックス潜水、バウンス潜水、飽和潜水）などの特徴を理解す
る

潜水方法（スクーバ潜水、全面マスク式潜水、ヘルメット式潜水、混
合ガス潜水）などの特徴、を理解する

事業者が安全に潜水士に作業させるためにどのようなことをするの
かを理解する

送気系統、潜水器の特徴、定期点検の頻度を理解し覚える。

潜水に関係する法律を理解する。本資格の実践+B19:F2問題の解
説

循環器、呼吸器、神経系などの器官が水圧の影響を受けたとき、ど
のような問題があるのかを理解する。

水圧が関係する様々な高気圧障害（減圧症、窒素酔い、副鼻腔障
害、酸素中毒、一酸化炭素中毒など）を理解する

水温が高気圧障害にどのように影響を与えるかを理解する。

潜水に関係する法律を理解する。本資格の実践問題の解説

本資格の実践問題と解説

前期の振り返りおよび本試験の試験対策（過去問）

準備学習・時間外学習 過去問をたくさん解いて問題に慣れる。授業内で配布するまとめプリントを覚える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 潜水士テキスト（中央労働災害防止協会）、潜水士 過去問・解答解説集（TAKARA license：本試験の過去問集）

参考書 7日間マスター潜水士試験 合格テキスト 模擬テキスト（潜水士 過去問・解答解説集 TAKARA license　より簡単な内容）

評価方法・基準 筆記試験（80％）、出席率（10％）、授業態度（10％）

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 動物関連法規
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Animal Relarted Laws and Regulations
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
大学院にて動物介在教育・療法・活動に関わる政策的研究や行政評価研究を行っていた。大学教員として人と動物に関する政策や施策の事例
を交え指導を行っており、現在は子どもを対象とした動物介在教育のボランティア活動を行っている。

授業の概要・目的

動物や自然の分野で働く人にとって、人と動物・自然が関わる法律の知識を身につけることは必要不可欠となります。また、法律は私たちの生活と密接に関わっており、法律を
守ることは人だけではなく動物にとっても幸せに暮らすために重要なことです。本講義では、法的な視点を持ち考えることで、動物の権利や福祉、共存、法的課題など法的枠組
みについて理解を深めます。

授業の到達目標

自然や動物に関する法律をより詳しく知ることができるようになる。
法律を読み解くことで法的な視点から分析できるようになる。
自然や動物に関する業務において学んだ法律的知識を活用することができるようになり、また、問題点への対処法を導き出せるようになる。
動物の法的地位や権利について説明できるようになる。

授業計画

オリエンテーション（講義内容の紹介・成績評価など）
法律と法令

外来生物法

動物愛護管理法① 鳥獣保護管理法

動物愛護管理法② 自然環境保全法

動物愛護管理法③ 文化財保護法

動物愛護管理法④、獣医師法 自然公園法

狂犬病予防法、廃棄物処理法 生態系に関する法律：水産①

種の保存法 生態系に関する法律：水産②

ワシントン条約① 生態系に関する法律：水産③

ワシントン条約② 海上にまつわる法律、国際捕鯨取締条約

生物多様性条約① 動物の取引に関する法律①

生物多様性条約② 動物の取引に関する法律②

ラムサール条約① 働く上で自分自身を守る法律、動物関連業務を行うための法律①

ラムサール条約②、定期試験の対策 動物関連業務を行うための法律②、定期試験の対策

前期学習内容の確認、動物に関連する法律の質疑応答 後期学習内容の確認、動物に関連する法律の質疑応答

前期学習内容の総括 １年間の総括

準備学習・時間外学習
動物の法律に関する情報に関心を持つ。テキストを事前に読んでくる。授業中に書き留めたメモを整理する。その他、授業中に適宜課題を与え
る。

教科書・テキスト 動物・自然関係法規－動物・自然業界法のポイント

参考書 講義中に紹介する

評価方法・基準 レポート試験60％、平常点（学習への取組姿勢など）40％により評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アクア・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 動物繁殖生理
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Reproductive Physiology
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
サファリパーク勤務11年、海外野生動物保護センター勤務2年。現在は往診動物病院を開業。愛玩動物、ふれあい動物園動物、飼育下野生動物
の診療や飼育アドバイスを行っている。日本野生動物医学会会員、野生動物保全繁殖研究会幹事

授業の概要・目的

この授業では、まず動物の繁殖のための体の構造と仕組みを学ぶ。そして、動物による繁殖様式の違い、飼育動物の子孫を残すために必要な知識、妊娠診断の方法、出産前
の準備や出産時の母親および新生子に必要なケア、哺乳類の人工哺育、繁殖に関連する病気、鳥類の繁殖生理と人工ふ化の知識を修得する。また、絶滅にひんしている野生
動物の保護増殖、動物園水族館における繁殖の話題や問題についても知る。

授業の到達目標

哺乳類と鳥類の繁殖生理に関する知識を習得する。飼育員として、適切な繁殖計画ができる、出産前の準備ができる、出産後のケアができる、繁殖に関連する研究ができるよう
になる。

授業計画

哺乳類の配偶システム：オスとメスはどのように出会い
カップルになるか

オスの生殖器：精巣と精子

メスの生殖器：卵巣と卵子　　動物によって異なる子宮
の形

妊娠とは：排卵から受精まで　　妊娠診断の方法

メスの繁殖生理：性周期　　メスの性ホルモン

オスの繁殖生理：オスの性ホルモン　発情期の行動

胎盤とは：胎盤の役割、動物によって異なる胎盤の形

妊娠診断：動物の妊娠はどのように調べるか

出産準備：動物によって異なる準備

繁殖に関連する病気：知っておくべきこと　病気の予防

鳥類の繁殖生理：鳥類の繁殖生理　飼育下で注意す
べきこと

鳥類の繁殖生理：卵の形成　ヒナの違い　人工ふ化

類の人工ふ化：卵を検査する方法　鳥のよって異なる
ヒナの特徴

レポート試験　　動物園における繁殖の話題、問題

人工授精　　絶滅に瀕した野生動物の保護増殖

準備学習・時間外学習 オンデマンド配信による授業。毎回　約60分の授業を行い、その後30分間、各自で課題（復習）に取り組む。

教科書・テキスト 専用テキストなし。

参考書 哺乳類の生物学3 生理：東京大学出版会）、海棲哺乳類学大全：緑書房（ECO図書室に所蔵）

評価方法・基準 試験はレポート提出。授業出席率とレポート内容で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アニマルベーシック 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 基礎生物
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Introductory Biology
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 中学校・高校理科の教員経験。途上国の教育委員会における教員指導経験。病院・研究機関等での研究・実験経験。

授業の概要・目的

基礎的な生物学の知識を身につける。

授業の到達目標

基礎的な生物学について、網羅的に理解する。

授業計画

生命の起源と細胞の進化１ 遺伝情報とその発現２

生命の起源と細胞の進化２ 遺伝情報とその発現３

遺伝子の変化と進化１ 遺伝情報とその発現４

遺伝子の変化と進化２ 遺伝情報とその発現５

遺伝子の変化と進化３ バイオテクノロジー１

遺伝子の変化と進化４ バイオテクノロジー２

生物の系統と進化１ 個体群と生物群集１

生物の系統と進化２ 個体群と生物群集２

生物の系統と進化３ 個体群と生物群集３

細胞と物質１ 生態系の物質生産と物質循環１

細胞と物質２ 生態系の物質生産と物質循環２

細胞と物質３ 生態系と人間生活１

細胞と物質４ 生態系と人間生活２　／　後期試験

細胞と物質５　／　前期試験 動物の行動１

遺伝情報とその発現１ 動物の行動２

準備学習・時間外学習 高校生物基礎・生物を復習しておくことが望ましい。オンデマンド視聴後の課題あり。

教科書・テキスト なし

参考書 高校の生物基礎・生物の教科書があると望ましい。

評価方法・基準 評価の割合は、筆記80％、出席20％で、最高評価点数を100点とする。									

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アニマルライフ＆ヒストリー 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 動物の健康管理
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Heaith Care
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
獣医師免許取得後、個人経営動物病院勤務医、企業動物病院院長として小動物臨床に従事。
また、専門学校においては愛玩動物看護師国家資格取得を目指す学生だけでなく、動物園・水族館での飼育員を目指す学生に対しても講義を
実施。獣医師の観点から、動物の健康管理や公衆衛生といった科目を通じ幅広く動物関係者の育成に注力している。

授業の概要・目的

動物飼育者として身につけるべき健康管理について解説する。飼育管理記録や食餌管理だけでなく、各種検査や疾病などの基礎を学び、異常がみられた際の対応を含めて幅
広い知識を習得する。それらを活かし、前期「動物の体のしくみ」で習得した知識も背景に置き、獣医学的知見に基づいた健康管理ができるようになることを目的とする。

授業の到達目標

日々の健康管理における要点だけでなく疾病や外傷に関する知識を身につけ、飼育動物の健康状態の異常を見逃さないような管理ができるようになる。
また、検査や治療が必要になった際に獣医師のサポートが適切に行えるようになる。

授業計画

健康管理の基本とその記録について理解する

血液検査（血球検査）の意義を理解する

血液検査（生化学検査）の意義を理解する

糞便検査の意義を理解する

尿検査の意義を理解する

画像検査の種類と特徴を理解する

その他の検査（病理検査等）の意義を理解する

薬剤投与の意義を理解する

ハズバンダリートレーニングの概要を理解する

食事管理の基本を理解する

外傷管理について理解する

腫瘍性疾患についての概要を理解する

感染症の概要を理解する

習熟度確認テスト

習熟度確認テスト解説・今期の授業振り返り

準備学習・時間外学習 教科書・参考書の該当箇所の確認、授業板書の復習

教科書・テキスト 新・飼育ハンドブック（水族館編1・5）

参考書 海獣診療マニュアル（学窓社）、イラストでみる動物の飼養管理

評価方法・基準 理解度をチェックするための期末試験を実施し、点数に応じ定量的に評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アニマルライフ＆ヒストリー 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 動物の体のしくみ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Anatomy and Phisiology of Animals
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
獣医師免許取得後、個人経営動物病院勤務医、企業動物病院院長として小動物臨床に従事。
また、専門学校においては愛玩動物看護師国家資格取得を目指す学生だけでなく、動物園・水族館での飼育員を目指す学生に対しても講義を
実施。獣医師の観点から、動物の健康管理や公衆衛生といった科目を通じ幅広く動物関係者の育成に注力している。

授業の概要・目的

将来動物を扱う職に就く者にとって最低限必要な知識として、動物のからだの構造や各臓器・組織の機能を理解する。哺乳類の基本的な例として犬を中心に解説し、そこから比
較動物学的に他の動物種へ派生させ幅広い知識を身につけることを目的とする。

授業の到達目標

動物のからだを構成する臓器や組織について、概要を説明できるようになる。
また、動物の体調に異変があった際にどこに異常があるのかを察知し日々の健康管理に活用できるようになる。

授業計画

外皮系について理解する

消化器系（口腔・咽頭）について理解する

消化器系（食道・胃）について理解する

消化器系（小腸・大腸）について理解する

消化器系（肝臓・膵臓）について理解する

泌尿器系について理解する

呼吸器系について理解する

循環器系（心臓の構造・血管）について理解する

循環器系（心臓内血流・胎児循環）について理解する

内分泌系について理解する

神経系について理解する

感覚器（視覚）について理解する

感覚器（聴覚・嗅覚・味覚）について理解する

習熟度確認テスト

習熟度確認テスト解説・今期の授業振り返り

準備学習・時間外学習 教科書・参考書の該当箇所の確認、授業板書の復習

教科書・テキスト イラストで見る動物の体のしくみ

参考書 動物機能形態学・動物繁殖学（EDUWARD Press）、犬と猫のからだのしくみ（EDUWARD Press）

評価方法・基準 理解度をチェックするための期末試験を実施し、点数に応じ定量的に評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 キャリアベーシック 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 キャリアでアインⅠ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Career DesignⅠ
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

本授業では、本校キャリアセンターのスタッフによる就職セミナーを実施する。水族館、博物館、漁業などの業界の識者による講演会を開催する。水族館や博物館などの視察を
通じて、それら業界の現状について解説する。本校のオープンキャンパスやスポーツフェスタを題材に、イベントの準備や計画について指導する。随時、担任より各種連絡を行
う。学生は目指す業界に就職するために、社会人基礎力を養うことを目的とする。就職セミナー、業界の識者による講演、業界の視察、各種イベントの計画・準備等を通じて、海
洋生物の保護にかかわる業界（水族館、環境アセスメント、マリンスポーツ、漁業など）へ就職を目指すものとして必要な教養やビジネススキルを身につける。

授業の到達目標

業界のジャンルや動向について説明できるようになる。就職活動における基本的な心構え、最低限のビジネスマナーを習得する。卒業進級制作展における進級発表物を製作
し、2年間かけて学んできたことの要点を説明できるようになる。

授業計画

大阪ECOで学ぶにあたって：成績評価、単位認定、公認欠席、休
講、年間スケジュールについて学生便覧などを用いて説明する。

時間割の解説：開講科目の位置づけ、各科目の開講意義などにつ
て解説する。Wメジャーカリキュラムの説明。

スポーツフェスタの企画・運営：スポーツフェスタにおける役割分担・
競技種目などについて打ち合わせを行う。

フィールド演習について：2年間に実施するフィールド演習に関する
解説。

フィールド演習について：天気予報の利用、天気図の見方、潮汐に
ついて。

海外研修ガイダンス：海外研修の意義・目的・プログラム等について

就職セミナー1：学生が目指す業種と職種について

就職セミナー2：業界が求める学生について

就職セミナー3：インターンシップについて

就職セミナー4：自己ＰＲついて

特別講義：業界の識者による講演

特別講義：業界の識者による講演

特別講義：業界の識者による講演

特別講義：業界の識者による講演

前期の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 授業中に適宜紹介する。

参考書 該当なし。

評価方法・基準 口頭試問50％、平常点50%

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 キャリアベーシック 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 コミュニケーションスキル
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Commnication Skills
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
フリーアナウンサーとして約30年、テレビ・ラジオ・イベント等で活動。コミュニケーションが必須であるトークショーやインタビューが得意分野。
現在は現役でありながら、後世の教育に従事。大学、専門学校、企業等に向けて、コミュニケーションの大切さ伝える講師として15年目。

授業の概要・目的

人生においてコミュニケーションは必須。普段の人間関係はもちろん、在学時のアルバイト、更に社会に出る時には企業側からの欲しい人材として
「コミュニケーション能力の高さ」がここ数年ナンバーワンに掲げられている。どの職業においてもベースとなるコミュニケーション能力。
身に付けることで何よりも自分が生きやすくなり、自身の身を守る大きなツールとなる。
専門分野を学ぶ学生達ではあるが、人間関係を良好に育み、ストレスのない社会生活に向けて是非、参加意識を持って受講をお願したい。
授業は参加型であり「楽しく学ぶ」がモットー。

授業コンセプトテーマ「もう一度逢いたい人になる」

授業の到達目標

①コミュニケーションがなぜ必要かを理解し、意識する習慣が出来ている　②伝えたいことを伝わるように伝えることが出来る　　③ビジネスマナーの基本を習得

授業計画

本授業の説明
コミュニケーション能力とは。意識と経験の大切さ
コミュニケーションパズルゲーム

コミュニケーションの定義。（バーバル・ノンバーバル）
会話のプロセス。表情と言葉の優位の体感ワーク

話す聞く。
傾聴（ペーシング・ミラーリング・バックトラッキング・キャリブレーション）

「グループ」とはどのようなものか
ソーシャルタイプ　挨拶の意味　肯定と否定の言葉

質問の種類。上手な頼み方と断り方。アサーティブな主張。

報告連絡相談・伝え方（ＰＲＥＰ法ワーク）・会議ミーティング・交渉説得

自己分析自己理解。

プレゼンテーション。言葉を扱う（早口言葉ニュース・CMナレーション）

アンガーマネジメント。リフレイム法。自分の怒りワーク。

社会的スキル（マナーの意味・挨拶・名刺の渡し方・敬語）

電話応対、訪問、謝罪

ビジネスメール、文書、SNS、手紙

席次・接客　試験範囲

前期試験
前期総括まとめ

サービスマインド　メンタルヘルス

準備学習・時間外学習 毎授業の内容を自宅学習と実践の指示を与える。

教科書・テキスト コミュニケーションスキルアップ検定

参考書 なし

評価方法・基準 筆記試験、出席率、平常点 

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 テクノロジー 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 コンピューター演習 Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Computer Ⅰ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

企業研修や新人研修、専門学校、大学の情報処理講座の講師としてOffice全般、サーバー系アプリケーション、VBA/VBのプログラム言語を担
当。その他システムエンジニアとして業務システムや社内情報共有サイト等を構築。
取得資格は、応用情報技術者試験、初級システムアドミニストレータ試験、CGクリエータ検定 Webデザイン部門2級、マルチメディア検定2級、
MOS検定など。

授業の概要・目的

IT社会においてコンピュータの活用とITリテラシーは必須スキルである。
コンピュータ演習Ⅰでは、ITを利用する上での知識としてITリテラシーを、コンピュータの活用としてWindowsの基礎知識とWord、Excelの基礎から応用機能までを学習し、安全で
快適なITの利用とWordを活用したレポートやビジネス文書などの資料作成、Excelを活用したl表やグラフの作成、データベースの活用ができることを授業の目的としている。

授業の到達目標

・IT/DXリテラシーを理解し、IT/DXの正しい知識とマナーを身につける
・Wordの各機能を理解し、目的に応じたドキュメントを効率良く作成、及び表や図、写真などを取り入れた文書を作成できる
・Excelの各機能を理解し、目的に応じた表やグラフを効率良く作成、及び関数を使用した計算式の入力ができる
・Excelのデータベース機能を利用したデータの活用ができる

授業計画

IT/DXリテラシー
ITを利用する上で必要な知識やマナーなどのIT/DXリテラシーを理
解する

Excel 基本操作
Excelの起動と終了、データ入力から保存の基本的な表の作成手順
を理解する

コンピュータの基礎知識
Windowsの基本操作やファイル管理、Teamsの利用方法について理
解する

Excel 数式の作成
四則演算や基本関数を使った数式の作成手順を理解し、計算式を
活用した表の作成ができるようにする

Word 基本操作
Wordの起動と終了、効率の良い文書入力など、文書の作成から保
存の基本的な文書の作成手順を理解する

Excel 表の編集
レイアウトの変更や表示形式の設定、条件付き書式などExcelの編
集機能を理解し、表の編集ができるようにする

Word 文書編集/印刷手順
フォント書式やレイアウトなど基本的な文書編集機能と印刷手順を
理解し、基本的なドキュメントの作成、印刷ができるようにする

Excel 復習問題
復習問題を通じ前回までに習得した知識の定着を確認する

Word 表現力のある文書作成
ワードアートや写真や図の挿入などの図形描画機能を理解し、表現
力のある文書の作成ができるようにする

Excel グラフの作成
グラフの特徴、作成手順を理解し、目的に応じたグラフの作成ができ
るようにする

Word 図形の応用
図形描画機能の応用的な使い方を理解し、地図や図表などの作成
ができるようにする

Excel 印刷/ワークシートの操作
印刷手順、複数ワークシートの操作を理解し、表やグラフの印刷や
ワークシートの操作ができるようにする

Word 復習問題
復習問題を通じ前回までに習得した知識の定着を確認する

Excel 復習問題
復習問題を通じ前回までに習得した知識の定着を確認する

Word 表の作成
表の作成、編集などの作表機能を理解し、様々な形式の表の作成
ができるようにする

Excel いろいろな関数 ①
ビジネスシーンで使用される統計関数などの作成手順を理解し、活
用できるようにする

Word 文章校正/文書編集の応用
応用的な文書編集機能を理解し、見栄えの良い文書を効率よく作
成ができるようにする

Excel いろいろな関数 ②
ビジネスシーンで使用される論理関数などの作成手順を理解し、活
用できるようにする

Word 復習問題
復習問題を通じ前回までに習得した知識の定着を確認する

Excel 復習問題
復習問題を通じ前回までに習得した知識の定着を確認する

Word SmartArtグラフィック
SmartArtグラフィックの使い方を理解し、図表の作成ができるように
する

Excel データベース機能
Excelのデータベース機能を理解し、表の並べ替えや必要なデータの
抽出ができるようにする

Word 課題作成
課題作成を通じ知識の定着を確認する

Excel 課題作成
課題作成を通じ知識の定着を確認する

Word 総合復習問題
総合復習問題を通じ知識の定着の確認、並びにWordの活用ができ
るようにする

Excel 総合復習問題
総合復習問題を通じ知識の定着の確認、並びにExcelの活用ができ
るようにする

前期学習内容の総括を行う 後期学習内容の総括を行う

前期学習内容の振り返りを行う 後期学習内容の振り返りを行う

準備学習・時間外学習
授業中に適宜課題を与える。
授業で学習した機能・操作方法を復習する。

教科書・テキスト
滋慶出版 Word Office365 & 2024 COMPUTER BASIC for windows
滋慶出版 Excel Office365 & 2024 COMPUTER BASIC for windows

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は、実技試験70%、出席率20%、平常点10%(課題提出、授業態度)で最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 進級研究
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Promotion Study
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

本授業では、進級研究の役割分担や発表内容の検討を重ね、発表物の制作を進めることで、企画力・表現力を養う。中間報告や進級レポートの作成を通じて、研究の振り返りと
今後の課題を明確にする。卒業進級制作展で発表を行い、レポートとして成果をまとめる。

授業の到達目標

進級研究の内容について口頭で分かりやすく説明できるようになる。
進級研究の内容について文章で分かりやすく説明できるようになる。

授業計画

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

進級課題の制作

進級課題の制作

進級課題の制作

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 レポートにて評価する

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 演習

2 講義 17 演習

3 講義 18 演習

4 講義 19 演習

5 講義 20 演習

6 講義 21 演習

7 講義 22 演習

8 講義 23 演習

9 講義 24 演習

10 講義 25 演習

11 講義 26 演習

12 講義 27 演習

13 講義 28 演習

14 講義 29 演習

15 講義 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 アニマルトレーニング
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Animal Training
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

株式会社FULFILLFORは、動物ふれあい施設の運営を通じて、飼育・トレーニング・展示・接客を一体とした動物管理の実務を行っている企業であ
る。動物福祉を重視した飼育管理と行動学に基づくトレーニングを実践し、動物と人がより良い関係を築くための施設運営を行っている。
本授業では、実際の現場で日常的に行われている飼育管理やトレーニングの考え方、行動観察、問題行動への対応、環境エンリッチメントなどの
実務経験を基に、動物管理の実践的な知識と技術を伝える。

授業の概要・目的

本講義では、動物のトレーニング技術の習得だけを目的とするのではなく、行動学に基づいた動物理解を深め、トレーニングを動物福祉やQOL（生活の質）向上のための手段とし
て活用する考え方を学ぶ。
動物の行動原理や学習理論を理解し、それを飼育管理・健康管理・問題行動の予防や改善に応用する方法を学ぶとともに、環境エンリッチメントや行動観察を通して動物の状態を
適切に評価する力を養う。
また、実際の現場を想定した演習を通じて、安全に配慮したトレーニング手法や、人と動物のより良い関係を築くためのコミュニケーションについて理解を深め、動物業界において
実践的に活用できる知識と技術を身につけることを目的とする。

授業の到達目標

・動物の学習理論および行動原理を理解し、トレーニングの基本的な考え方を説明できる。
・トレーニングを目的ではなく、動物福祉やQOL向上のための手段として捉える視点を身につける。
・行動観察を通して動物の状態を把握し、適切な飼育管理や環境改善を考えることができる。
・動物の特性に応じたトレーニング方法を考え、安全に実践する基礎的な技術を身につける。
・トレーニングや環境エンリッチメントを活用し、人と動物のより良い関係づくりを考えることができる。

授業計画

アニマルトレーニングの導入【講師：吉本】 環境の理解

選択の考え方【講師：髙野】 Aエンリッチメント考案【A→アドベンチャーエリア(野生動物・小動物)】

レスポンデント条件付けの理解【講師：坂本】 Aエンリッチメント考案・作成

オペラント条件付けの理解①【講師：米田】 Aエンリッチメント作成

オペラント条件付けの理解②【講師：米田】 Aエンリッチメント導入

目標行動の形成【講師：坂本】 Gブラッシング(コミュニケーション)【G→ガーデンエリア(大型犬)】

強化スケジュール【講師：髙野】 Gターゲット及び応用(BW測定)

確立操作【講師：坂本】 Gターゲット及び応用(爪切り)

消去【講師：米田】 G問題行動の解決

順化①【講師：髙野】 P適切な距離と行動観察【P→パークエリア(小型犬・ネコ)】

順化②【講師：髙野】 P強化子の設定

動物福祉の導入【講師：髙野】 Pブラッシング(コミュニケーション)

実践的な応用例【講師：坂本】 Pネコのハウストレーニング

試験【講師：米田】 試験

前期の総括【講師：吉本】 後期の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宣課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 授業中に適宣紹介する。

評価方法・基準 平常評価点(20％)　出席率(40％)　定期試験(40％)で最高評価点を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 エキゾチックアニマル
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Exotic Animals
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 ペットショップスタッフ（観賞魚・両生類爬虫類）6年、ペット用品開発メーカー3年、教育機関20年

授業の概要・目的

哺乳類の小動物と鳥類の飼育管理を行います。ただペットとして飼育するのではなく、飼育員としてこれらの動物を飼育する際には、健康に飼育するための専門的な知識や、安全
に取り扱うためのハンドリング、清潔に飼育するためのメンテナンス方法を身に着ける必要があります。また、動物たちの餌には人工飼料だけではなく、野菜や果物、昆虫類を使用
するため、調餌や給餌の方法や経験を身に着ける必要もあります。具体的には、ペットショップ実習室で飼育されている動物の飼育管理全般を行うことにより、上記の能力を習得し
ます。インターンシップで実際に小動物を取り扱うことになった際に、実習で習得した成果を活用することができます。

授業の到達目標

実習室で飼育している小動物（哺乳類、鳥類）を安全に取り扱い、健康で長生きするための健康管理ができ、動物たちの食事の適切な調餌と給餌ができる。

授業計画

飼育管理全般の注意点指導・飼育管理実践

小型哺乳類の取り扱い・飼育管理実践

小型鳥類の取り扱い・飼育管理実践

小型哺乳類の健康チェック・飼育管理実践

小型鳥類の健康チェック・飼育管理実践

小型哺乳類の調餌と給餌・飼育管理実践

小型鳥類の調餌と給餌・飼育管理実践

床材の選定について・飼育管理実践

飼育器具の選定について・飼育管理実践

取り扱い方の中間評価・飼育管理実践

調餌と給餌の中間評価・飼育管理実践

健康チェックの中間評価・飼育管理実践

器具の取り扱い中間評価・飼育管理実践

半期振り返り

評価・フィードバック

準備学習・時間外学習
準備や時間外学習としては、色々な動物の図鑑や飼育書を読んでおいてください。また、各地の動物園やペットショップ、アニマルカフェなどに行
き、見学することも重要です。その際はお客様視点だけではなく、様々な視点で見るようにしましょう。※費用が発生するものは任意

教科書・テキスト
この資料を購入してくださいという指定はありません。各自で図鑑や飼育書を読むことを推奨します。インターネットやSNSで手軽に得られる情報
は、わかりやすく見えるだけで間違っている場合もあるので、頼りすぎないようにしましょう。授業では疑問があれば質問してください。

参考書 指定はありません。様々な動物に関する図鑑や飼育書を読んでおくと、授業の内容をより理解しやすくなります。学校図書も活用しましょう。

評価方法・基準 学校指定のレポート（50％）、出席率と実習への積極性（50％）で評価します。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 公衆衛生
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Public Health
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
サファリパーク勤務（11年）後、グアテマラ野生動物保護センター勤務（2年）。現在は往診動物病院を開業し、個人宅の愛玩動物、観光牧場の
動物、野生種の動物を対象に診療業務や飼育アドバイスを行っている。日本野生動物医学会会員、野生動物保全繁殖研究会幹事

授業の概要・目的

「公衆衛生」とは、個々の病気の予防だけでなく、人間社会全体の健康に取り組むことである。つまり、病気の予防のための消毒や殺菌、ワクチン、人獣共通感染症などに関
する概念であるが、近年は、人間に限らず、ヒト・動物・環境全てが健康であるべきという考え方が広がっている。この授業では、公衆衛生学として、飼育員として知っておくべき
人獣共通感染症や実際に国内で発生した事例、消毒やワクチンの知識などを修得する。さらに、代表的な動物の病気の知識、それに対する予防・対応・薬の正しい使い方、動
物特有の栄養と飼料についても学ぶ。

授業の到達目標

動物だけでなく自分や来客の健康にも留意できるようになる。動物から感染しうる病気について来客からの疑問に対応できるようになる。動物の病気の前兆を把握し、早期に
対応できるようになる。動物ごとの必要な栄養を知り、正しい飼養管理ができるようになる。

授業計画

ヒト・動物・環境の健康を考える。ワンヘルスについて学ぶ

人獣共通感染症（ヒトと動物の共通感染症）1：飼育員として知っておくべき
病気について学ぶ。

人獣共通感染症（ヒトと動物の共通感染症）2：国内の動物園などで実際に
発生した共通感染症、各施設の対応方法について学ぶ。

動物の病気1：有蹄類によく見られる病気の前兆、予防法、対処方法につい
て学ぶ。

動物の病気2：肉食動物によく見られる病気の前兆、予防法、対処方法につ
いて学ぶ。

動物の病気3：動物展示施設でよく飼育されている動物の病気の前兆、予
防法、対処法について学ぶ。（ウサギ、カンガルー、アルパカ、ゾウなど）

動物の病気4：ペットバードの病気、前兆、予防法、対処法について学ぶ。

動物の病気5：展示施設（動物園など）で飼育されている野生種の鳥の病
気、前兆、予防法、対処法について学ぶ。

哺乳類の繁殖生理：哺乳類の繁殖の特徴、飼育下での留意事項、出産時
の注意事項などを学ぶ。動物園で行われる機会が多い人工哺育の基本を
学ぶ。

鳥類の繁殖生理と人工孵化1：鳥類の繁殖の仕組みを学ぶ。

鳥類の繁殖生理と人工孵化2：動物園で行われる機会が多い人工ふ化の
基本を学ぶ。

栄養と飼料1：栄養学の基本的な知識を身につける。動物ごとに異なる栄養
について学ぶ。

栄養と飼料2：動物園で用いられる飼料の特性を知り、どのような飼料をど
のような給餌をすればよいかを学ぶ。

栄養と飼料3：　レポート試験

半年間の振り返りとまとめ

準備学習・時間外学習 日頃から、ヒトと動物の共通感染症や薬剤耐性の問題などの情報を得て知識を深め、自分の考えをまとめる習慣をつける。

教科書・テキスト 特になし

参考書 コアカリ動物衛生学（文永堂）、コアカリ臨床栄養学（インターズー）、動物園のつくり方（農林統計出版）他

評価方法・基準 レポート試験と出席率で評価する。ただし、筆記試験結果が60点未満の場合、授業出席割合を勘案する場合もある。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 生物分類研究
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Animal Taxonomy & Research
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
上野動物園の飼育展示スタッフ、日本科学未来館の科学コミュニケーター、京都大学野生動物研究センターの特定助教、日本モンキーセンターの
学芸員の職務経験あり。2018年以降は、フリーランスとして、さまざまな生物を対象とした書籍執筆監修、テレビ出演監修を行う。また第一種動物
取扱業者として、展示業も営む。

授業の概要・目的

この地球上には、実にさまざまな生物が存在する。それらの大分類から小分類まで、包括的に学ぶ。各種の詳細というよりは、系統関係や進化史から分類群ごとの動物園等にお
ける飼育や展示のヒントも提案してゆきたい。

授業の到達目標

どこかで生き物を見たときに、種同定とはいかないまでも、どの分類群に属する生き物かくらいはわかるようになる。

授業計画

オリエンテーション　授業の諸注意や概要について 爬虫類の分類１　総括

全生物の種類、種数と大分類 爬虫類の分類２　有鱗目トカゲ亜目

進化の仕組み１ 爬虫類の分類３　有鱗目トカゲ亜目

進化の仕組み２ 爬虫類の分類４　有鱗目トカゲ亜目

進化の仕組み３ 爬虫類の分類５　有鱗目トカゲ亜目

哺乳類の分類１　総括 爬虫類の分類６　有鱗目ヘビ亜目

哺乳類の分類２　単孔類 爬虫類の分類７　有鱗目ヘビ亜目

哺乳類の分類３　有袋類 爬虫類の分類８　有毒爬虫類について

哺乳類の分類４　北方獣類 爬虫類の分類９　カメ目

哺乳類の分類５　北方獣類 爬虫類の分類１０　ワニ目

哺乳類の分類６　北方獣類 爬虫類の分類１１　ワニ目

哺乳類の分類７　北方獣類 爬虫類の分類と恐竜との関係

哺乳類の分類８　アフリカ獣類 恐竜の分類と鳥類との関係

哺乳類の分類９　異節類 鳥類の分類

人類を含む霊長類の分類と進化 魚類、両生類の分類

準備学習・時間外学習 授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。その他、必要に応じて授業内で指示を出す。

教科書・テキスト なし。

参考書 授業内で必要に応じて紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は、筆記80％、出席20％で、最高評価点数を100点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 畜産飼養
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Diet and Nutrition for Domestic Animals
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 獣医師として30年以上家畜の診療及び生産獣医療・予防獣医療に携わってきた。

授業の概要・目的

本授業の対象動物である家畜は、古代より最も密接にヒトと関わってきた動物であり、最も研究されてきた動物といっても過言ではない。したがって、家畜を学ぶことは、すべての動
物の飼育管理や健康管理の基礎を理解することにつながるといえる。また、現代の畜産は、安全で栄養価の高い食料の安定供給という役割に加え、生命とのふれあいや食体験を
通じた教育的価値も担っている。さらに近年は、アニマルウェルフェア（動物福祉）の観点から、家畜を単なる生産資源としてではなく、感受性をもつ生命として尊重し、その身体的・
精神的状態に配慮した飼養管理が強く求められている。本授業は、家畜の生理・行動・栄養・繁殖・疾病予防などの基礎知識を体系的に学ぶとともに、アニマルウェルフェアの理念
と実践方法を理解し、家畜を正しく飼養しながら健康を維持し、生産性と福祉の両立を図るための知識と判断力を修得することを目的とする。

授業の到達目標

家畜の飼育に必要な基礎的知識および技術を修得し、家畜の生理・行動・栄養・繁殖などの特性や飼育環境との関係を総合的に理解する。あわせて、アニマルウェルフェア（動物
福祉）の理念と評価指標を踏まえ、家畜の身体的・精神的健康に配慮した飼養管理の重要性を説明できるようになる。さらに、生産性の向上と福祉の確保を両立させる合理的な家
畜管理の方法を検討・提案できる能力を身につけ、科学的根拠に基づいた適切な判断を行い、実際の飼養管理に応用できる力を養う。

授業計画

家畜の定義・分類及び畜産の概要
酪農家の一日の仕事・牛乳の処理と加工・乳質の改善と向上・牛舎の
種類・経営形態とその特徴

馬の起源・仲間及び家畜としての利用 乳牛の性周期・生殖器の構造

馬の主な品種とその特徴 乳牛のエサの考え方・エサの種類

馬の身体各部の名称・発育と体形、体格・栄養摂取のしくみ 飼料作物・サイレージ・子牛の育成・糞尿の処理とその利用

馬の個体識別（毛色及び毛色の遺伝・白斑など） 乳牛の健康状態のチェック・感染症の種類と症状、その治療法

馬の歩様及び馬特有の行動 乳牛の生産病の種類と症状、その治療法

馬の飼育環境ときゅう舎・施設
肉牛の生産サイクル・生殖器の構造・繁殖障害・肉牛の発育・肉質の
決まり方・改良と選抜

馬の生産サイクル・生殖器の構造・繁殖障害・改良と選抜
肉牛の牛舎の様式・経営形態とその特徴・エサの考え方・エサの種
類・繁殖牛の育成

馬のエサの考え方・エサの種類・子馬の育成並びに販売 肉牛の健康状態のチェック・病気の種類と症状、その治療法

馬の健康状態のチェック・病気の種類と症状及び治療
山羊の特徴・身体各部の名称・品種・ライフサイクル・栄養摂取のしく
み

酪農の歴史・乳牛の改良と選抜・乳牛の品種・市乳の製造過程と流
通経路

緬羊の特徴・身体各部の名称・品種・ライフサイクル・栄養摂取のしく
み

乳牛の特徴・身体各部の名称・発育と体形 豚の特徴・身体各部の名称・品種・ライフサイクル・栄養摂取のしくみ

乳牛の胃の構造と働き・栄養摂取のしくみ
豚のエサの特徴・改良と選抜・健康状態のチェック・病気の種類と症
状、その治療法

乳量と乳質・乳牛の生産サイクル・泌乳のしくみ 家畜の生産性の向上及び合理的な家畜管理への取り組み

前期学習内容の総括 後期学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト 農学基礎セミナー（新版）家畜飼育の基礎  並河澄 著　農村漁村協会

参考書 日本の家畜・家禽　小宮輝之 著　　学研　 その他授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験90%、出席率10%で最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 動物の行動Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Animal BehaviorⅠ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

　岐阜大学連合農学研究科博士課程中退(農学修士）、学部ではゾウやチーターなどの希少動物の繁殖を研究する研究室に在籍し、修士過程
からは京都大学霊長類研究所でチンパンジーの飼育管理等をおこないながら環境エンリッチメントの実践および研究をおこなう。20０2年からは
文部科学省ナショナルバイオプロジェクトの研究員として全国60カ所の動物園を訪問し、大型類人猿(チンパンジー、ゴリラ、オランウータン）の個
体調査をおこないデータベースを作成する。NPO法人市民ZOOネットワーク理事（初代代表）。

授業の概要・目的

動物は名前の通り「動く物」であり、その動き(行動)を科学的に理解することは、動物を正しく理解することにつながる。動物種それぞれの行動は、生息環境やその変化に合わ
せ、長い時間をかけて選択され、淘汰され、進化してきた。そのため、動物を飼育する場合、その行動とともにその動物の生態や社会について理解することがとても重要となる。
本講義では、心理学(Psycology)や動物行動学（Ethology）の学問をベースとしてヒトを含む動物種全体について総合的に学ぶとともに、動物福祉の考え方や環境エンリッチメント
の実践にいたるまでを体系的に学習する。授業はスライドや映像を使い、、実際の映像を見るとともに正しい情報を提供することで、自分で動物の行動の意味を推測できるように
なることを目指す。グループワークをとり入れ、学生同士の交流を図るとともに、主体性を持って授業に取り組めるようにする。毎授業、レポートを完成させ、提出する。

授業の到達目標

・動物を飼育することに関して興味を持つ。動物の行動について、その動物種の生態や社会、個体差などの背景を踏まえて客観的に理解できるようにする。
・学問に興味を持つ。心理学や行動学などの学問分野に対しての基礎知識を持つ。
・アニマルウェルフェアや動物愛護、動物の権利について正しい理解をおこなう。偏見や感情論に惑わされない正しい情報を持つ。
・文章や絵で自分の意見や感想を表現できる。アクティブラーニングにより、主体的に学習に参加し、思考力や判断力、表現力を身につける。

授業計画

講義の進め方、グループワーク、レポートについて 後期授業の進め方、学習グループの変更

アイスブレイク、自己紹介と３つのキーワード 心理学（Psycology）から行動を理解する

動物園の動物たちは何をしているのか？行動から推測する ノーベル賞をとった動物行動学（Ethology）の研究とは？

私たちの身近にいる動物たち、その行動の違いを知る 動物たちの生得的行動と学習行動

卵を食べる前に知っておきたいニワトリの行動と管理 身近にあるオペラント条件づけとその利用

イヌの尻尾が短い理由、犬種から行動を知る 強化スケジュールによる行動への影響

テレビに出るチンパンジーの行動からわかること 学習性無力感や依存症について

動物に心はあるのか？動物機械論の考えとは 動物園と教育機関との連携、行動調査の共同研究

動物の権利という考えがうまれた背景、日本人の愛護の心 環境エンリッチメントにおけるS.P.I.D.E.R.モデル

愛情を受けたペットは幸せか？幸せの評価方法 動物が持つ欲求と行動、コントラフリーローディング効果

環境エンリッチメントのはじまりと広がり 動物のさまざまなトレーニングとその歴史

動物園のゾウは幸せなのか？ゾウのはな子さんを例に ハズバンダリートレーニングとは？大牟田市動物園を参考に

アニマルウェルフェアと功利主義の考え方 動物行動学の普及、デスモンド・モリスの著書など

前期学習内容の総括：動物飼育の実態について興味を持つ 後期学習内容の総括：動物の行動を科学的に理解する

身近にいる動物たちの実際の生活や行動について理解する 動物への目線を来園者目線から飼育者目線に変える

準備学習・時間外学習
参考書を読んでください。授業開始時にレポート用紙を配ります。授業中のメモや問題、感想などはすべてそのレポートに書き込み、授業終了時
に提出してください。レポートは次回授業時に返却しますので、ノートとして各自保管し、復習に使ってください。

教科書・テキスト

参考書
いま動物園がおもしろい（2004）市民ZOOネットワーク / 生物から見た世界（1933）ユクスキュル、クリサート著 / ソロモンの指輪-動物行動学入
門（1949）コンラート・ローレンツ /  しあわせ動物園スゴイ飼育員の本当の話（2022）片野ゆか著

評価方法・基準
学期末に実施する筆記試験　80％
授業ごとのレポートと授業態度　20％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 動物園研究
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Zoological Garden Study
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
上野動物園の飼育展示スタッフ、日本科学未来館の科学コミュニケーター、京都大学野生動物研究センターの特定助教、日本モンキーセンターの
学芸員の職務経験あり。2018年以降は、フリーランスとして、さまざまな生物を対象とした書籍執筆監修、テレビ出演監修を行う。また第一種動物
取扱業者として、展示業も営む。

授業の概要・目的

動物園とは何か？について学んだのち、野生動物を展示するということの意義について学ぶ。また、動物園における教育活動について、他の博物館との対比も踏まえながら授業を
展開してゆく。また、動物園における教育活動という非常に幅広い分野を扱うことになるので、学生からの質問やリクエスト、ニーズにも積極的に応えてゆく。

授業の到達目標

その多くが人間活動によって絶滅の危機にある野生動物。その他に類を見ないものを展示、研究、教育などの対象として扱う動物園の責務は重い。一方で、こうすれば責務を果た
せるといった解は未だない。ゆえにそれぞれが、自分の思う最適解を思い描けるようになることが目標である。

授業計画

オリエンテーション　授業の諸注意や概要について 動物園における研究活動　１

動物園とはなにか 動物園における研究活動　２

動物園の歴史 海外における動物園活動の事例１

アニマルウェルフェア 海外における動物園活動の事例２

科学コミュニケーション　１ 動物園水族館は自然への窓

科学コミュニケーション　２ 上野動物園における展示コンセプト事例

屠体給餌について 動物園水族館における事故事例と対策　１

絶滅速度からみる保全の意義 動物園水族館における事故事例と対策　２

レッドデータ、レッドリストについて 動物園における外部との協力例

ワンヘルスについて 動物園への就職および業務内容の実際の事例

動物園と水族館 動物園以外の博物館について　１

水族館における活動 動物園以外の博物館について　２

動物園を含む博物館 動物園以外の博物館について　３

動物園を含む博物館教育論 動物園以外の博物館について　４

動物園を含む博物館での著作権ルール 動物園における関連資格の事例

準備学習・時間外学習 授業中に課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト なし。

参考書 授業で必要に応じて紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は、筆記80％、出席20％で、最高評価点数を100点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 動物飼育演習Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Zoo Animal Management　Ⅰ
授業形態 6

内容 内容

講師名

実務経験概要 サファリパーク飼育員

授業の概要・目的

将来動物園やペットショップ等へ就職を目指す学生は、正しい知識・技術を身に付ける必要がある。本開講科目では基本的な動物種の分類・食性・習性について修得する。実際
に動物管理を行うことにより、実践的に動物取り扱いにおける知識・技術を習得することにより、様々な動物種に対応できる人材育成を目的とする。

授業の到達目標

飼育動物の取り扱いにおける基礎知識・技術を習得し適正飼育することが出来るようになる。様々な動物種の飼育方法を自分で考えることが出来るようになる。

授業計画

飼育動物の給餌内容、給餌量の考え方を理解する。 鳥類の健康管理方法を理解する。

飼育管理に関する衛生管理について理解する。 カピバラの飼育方法・繁殖方法を自ら考えることができるようになる。

飼育動物の必要な運動量について理解する。 カピバラの捕獲・保定方法の技術を身につける。

飼育動物の温度・湿度・光周期について理解する。 カピバラの健康管理方法を理解する

カイウサギの捕獲・保定方法の技術を身につける。
フェレットの飼育方法・繁殖方法を自ら考えることができるようにな
る。

カイウサギの健康管理方法を理解する。 フェレットの捕獲・保定方法の技術を身につける。

モルモットの捕獲・保定方法の技術を身につける。 フェレットの健康管理方法を理解する。

モルモットの健康管理方法を理解する
チンチラの飼育方法・繁殖方法を自ら考えることが出来るようにな
る。

アルパカの飼育方法・繁殖方法を自ら考えることが出来るようにな
る。

チンチラの捕獲・保定方法の技術を身につける。

アルパカの捕獲・保定方法の技術を身につける。 チンチラの健康管理方法を理解する。

アルパカの健康管理方法を理解する。 マーラの飼育方法・繁殖方法を自ら考えることが出来るようになる。

鳥類の習性・食性について理解する。 マーラの捕獲・保定方法の技術を身につける。

鳥類の飼育方法・繁殖方法を自ら考えることができるようになる。 マーラの健康管理方法を理解する。

鳥類の捕獲・保定方法の技術を身につける。 様々な動物の捕獲・保定方法の技術を理解する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

準備学習・時間外学習 授業中に課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 評価割合は出席率５０％、ノート５０％で最高評価点数を１００とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 両生・爬虫類
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Amphibians and Reptiles
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 ペットショップスタッフ（観賞魚・両生類爬虫類）6年、ペット用品開発メーカー3年、教育機関20年

授業の概要・目的

実習室の爬虫類や両生類（以下、両生爬虫類）を実際に飼育管理することにより、これらの動物の特徴や生態、飼育の注意点について学びます。両生爬虫類の特徴と生態を知る
ことで、あまり普段脚光を浴びないこれらの生物がどういった魅力を秘めているかを知り、興味関心を広げるきっかけとなります。また、飼育について学ぶことで、動物飼育の実務に
おいてこれらの生物を正しい知識を持って飼育管理することができるようになります。動物園や水族館、ペットショップでは、両生爬虫類以外を担当する飼育員が、両生爬虫類の飼
育管理を兼務することも多いため、授業の内容は飼育員を目指す全ての学生にとって業務に応用することができます。

授業の到達目標

実習内容を習得することで、両生爬虫類を健康的に飼育管理することができるようになる。

授業計画

両生爬虫類の注意点指導・飼育管理実践

爬虫類の取り扱い・飼育管理実践

両生類の取り扱い・飼育管理実践

爬虫類の健康チェック・飼育管理実践

両生類の健康チェック・飼育管理実践

爬虫類の調餌と給餌・飼育管理実践

両生類の調餌と給餌・飼育管理実践

床材の選定について・飼育管理実践

飼育器具の選定について・飼育管理実践

取り扱い方の中間評価・飼育管理実践

調餌と給餌の中間評価・飼育管理実践

健康チェックの中間評価・飼育管理実践

器具の取り扱い中間評価・飼育管理実践

半期振り返り

評価・フィードバック

準備学習・時間外学習
準備や時間外学習としては、色々な動物の図鑑や飼育書を読んでおいてください。また、各地の動物園やペットショップ、アニマルカフェなどに行
き、見学することも重要です。その際はお客様視点だけではなく、様々な視点で見るようにしましょう。※費用が発生するものは任意

教科書・テキスト
この資料を購入してくださいという指定はありません。各自で図鑑や飼育書を読むことを推奨します。インターネットやSNSで手軽に得られる情報
は、わかりやすく見えるだけで間違っている場合もあるので、頼りすぎないようにしましょう。授業では疑問があれば質問してください。

参考書 指定はありません。様々な動物に関する図鑑や飼育書を読んでおくと、授業の内容をより理解しやすくなります。学校図書も活用しましょう。

評価方法・基準 学校指定のレポート（50％）、出席率と実習への積極性（50％）で評価します。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 哺乳類
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Mammalogy
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 サファリパーク飼育員

授業の概要・目的

将来動物園やペットショップ等へ就職を目指す学生は、動物種の分類・分布・習性・人との関わり合いについて理解するとともに、正しい飼育方法を・繫殖方法を身に付ける必要が
ある。本開講科目では、基本的な動物種の飼育方法・繫殖方法を習得する。動物販売時に必要とする説明ができる人材育成を目的とする。

授業の到達目標

飼育動物の飼育方法を自分で考えることが出来るようになる。販売時に必要な情報を伝えることが出来るようになる。

授業計画

カイウサギの飼育方法を理解する。

カイウサギの繫殖方法を理解する。

カイウサギの飼育方法・繫殖方法を自分で考えることが出来るように
なる。

モルモットの飼育方法を理解する。

モルモットの繫殖方法を理解する。

モルモットの飼育方法・繫殖方法を自分で考えることが出来るように
なる。

チンチラの飼育方法を理解する。

チンチラの繫殖方法を理解する。

チンチラの飼育方法・繫殖方法を自分で考えることが出来るようにな
る。

フェレットの飼育方法を理解する。

フェレットの繫殖方法を理解する。

フェレットの飼育方法・繫殖方法を自分で考えることが出来るように
なる。

アルパカの飼育方法・繫殖方法を自分で考えることが出来るようにな
る。

カピバラの飼育方法・繫殖方法を自分で考えることが出来るようにな
る。

マーラの飼育方法・繫殖方法を自分で考えることが出来るようにな
る。

準備学習・時間外学習 授業中に課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 評価割合は筆記試験５０％、出席率５０％で、最高評価点を１１０とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科（3年制）

開講科目名 イベント演習Ⅰ
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Event Ⅰ
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校教務として勤務

授業の概要・目的

企業プロジェクトの企画立案・運営に取り組む。
グループワークでの意見交換及びプレゼンテーションに取り組み発信力を身に着ける。

授業の到達目標

自身が取り組んだ企業プロジェクトの内容を述べることができる。

授業計画

授業内容の紹介。

動物関連施設・レジャー施設について調べる。

動物関連施設・レジャー施設を紹介する

企業プロジェクト（進級研究）で関わる施設からの特別講義

企業プロジェクト（進級研究）の概要説明

第１回プレゼンテーションにむけての取り組み

第１回プレゼンテーションにむけての取り組み

第１回プレゼンテーション

第２回プレゼンテーションにむけての取り組み

第２回プレゼンテーションにむけての取り組み

第２回プレゼンテーション

企業プロジェクトの総評

卒業・進級制作展の準備

卒業・進級制作展の準備

卒業・進級制作展の準備

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率100%）

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。


